
講 師
初回限定

 家族が遷延性意識障がい者になるという体験

－その心の動きとケアについて

日時 参加

無料

zoom
 配信有

 岸先⽣は、2005年にお⼦さんが交通事故に遭われ、遷延性意識障がい者となりました。
リハビリと介護、裁判、2007年に看取りとを経て、その数年後より⻑く⼼を患い、苦しい時間を
過ごしてこられました。うつ病やPTSD、複雑性悲嘆の治療を経て深く⾃⾝の内⾯と向き合い、
その過程で⼼⾝のケアに関する勉強や専⾨資格を取得し、現在は講師として、⽀援する⼈たちへ
向けてのご活動をなさっています。
 本講演では、ご⾃⾝の体験を通じて、障がい者家族が精神的な苦痛や苦悩と対峙しながらも
精神⾯での健康をいかに取り戻していくか、その⼿助けとなるお話をお願いしております。
 ・⼼を病む当事者の⼼の内では何が起こっているのか
 ・うつ、PTSD、複雑性悲嘆、曖昧な喪失についての概念
 ・家族や周囲との⼈間関係の変化
 ・どのような⽀援やケアが必要なのか
 ・苦しいときの拠り所とは
など、当事者の家族にとっての⼼の痛み・苦しみに寄り添うお話がうかがえるものと思います。
どうぞご参加ください。

⽇本損害保険協会助成事業

岸 浩美 氏
社会福祉士・精神保健福祉士・保育士・認定心理士

NPO法人 交通事故後遺障害者家族の会 理事

2024年9月14日(土) 13:30〜16:30

場所 JA共済ビル カンファレンスホール

主催：脳損傷による遷延性意識障がい者と家族の会「わかば」
   全国遷延性意識障害者・家族の会関東ブロック
共催：⽇本意識障害学会 / 全国遷延性意識障害者・家族の会
後援：NHK厚⽣⽂化事業団 / 朝⽇新聞ネットワーク報道本部 ⾸都圏ニュースセンター
     毎⽇新聞社 / 共同通信社 / 東京都福祉局 / 神奈川県 / 埼⽟県 / 千葉県 / 東京都社会福祉協議会
     神奈川県社会福祉協議会 / 埼⽟県社会福祉協議会 / 千葉県社会福祉協議会 

※要事前申込

申込方法は裏面



参加

方法

プログラム

または zoom参加会場参加

わかばHP

お申込はこちら‣‣

会場：JA共済ビル 
     カンファレンスホール
‣最寄り駅
  東京メトロ
 有楽町線、半蔵⾨線、南北線
  「永⽥町駅」4番出⼝ 徒歩2分

‣所在地
  東京都千代⽥区平河町2-7-9 
  JA共済ビル 1F

会場

会場参加とzoom参加のいずれの場合にも、事前申し込みが必要です。
QRコードを読み取り、参加フォームに必要情報を⼊⼒してください↓
わかばEメールと、このチラシと同送のハガキでも受け付けています。
「名前・住所・電話番号・メールアドレス・所属・参加⽅法・
懇親会参加希望」を本⽂に記載し、タイトル「9⽉14⽇講演会
参加申込」で送信してください。
※zoom参加申込者には、受付後に参加URLをお送りします。
肖像権、著作権、個⼈情報保護の点から、録画はできません。

13：00 会場
13：30 講演会開始
16：00   質疑応答
16：30 講演会終了
17：00 懇親会（会場より徒歩5分「エリックサウス」 
           東京ガーデンテラス店にて 参加費4,000円)

‣‣‣‣‣‣

申込

方法

【問い合わせ先】

📩wakabakazoku@gmail.com 代表：荻⽥
☎070-6553-4457
脳損傷による遷延性意識障がい者と家族の会「わかば」


